
植物防疫ニュース（速報Ｎｏ．８） 

 

令和６(2024)年７月５日 

 栃木県農業総合研究センター 

環境技術指導部 

りんごの斑点落葉病と褐斑病に注意しましょう！ 

７月上旬に宇都宮市、矢板市でりんごの病害虫を調査した結果、斑点落葉病と褐斑病の

発生が平年より多く確認されました（図 1、２）。 

気象庁発表の１か月予報（７/６～８/５）では、平均気温が高く、降水量は平年並か多

いと予想されており、本病の発生に適した気象であることから、今後も発生が増加するこ

とが懸念されます。 

これらの病害が多発すると、早期の落葉により品質・収量が低下するおそれがあります。

被害を防止するため、適期防除を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 斑点落葉病と褐斑病の特徴 

・両病害とも、高温（最低気温が 20℃以上）多湿条件で発生が増加する。 

・両病害とも、初発時は葉に数 mm の褐色から暗褐色の円形病斑を形成する（写真１、

２）。初期病斑はよく似ているが、褐斑病は病斑内に虫糞状の黒点小粒（分生子堆）

が見られる（写真２）ことで判別が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・斑点落葉病では、円形または不整形に拡大する（写真３）。 

・褐斑病では、症状が進むと褐色の不整形病斑が見られるようになる。病斑部の周辺は

しばらく葉色を残すが、健全部が黄化する（写真４）。 

写真１ 斑点落葉病の初期病斑 写真２ 褐斑病の初期病斑(右下は分生子堆) 

図１ 斑点落葉病の発生推移 図２ 褐斑病の発生推移 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防除対策 

・予防効果の高い剤を中心に薬剤散布を行う（表１）。発生が見られた場合、治療効果

の高い薬剤を使用する。 

・化学農薬に対する抵抗性発達を防止するため、RACコードの異なる薬剤をローテーシ

ョン散布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は農業総合研究センター 環境技術指導部 防除課（TEL:028-665-1244）まで 
お問合せ下さい。病害虫情報発表のお知らせは「栃木県農政部 X(@tochigi_nousei)」、 
農業総合研究センターホームページ（https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/index.html）でも 
ご覧になれます。 

 

※RAC コード F:3、F:7、F:11 は耐性菌発生防止のため､あわせて 2 回以内の使用とする｡  

※アントラコール顆粒水和剤は収穫前日数が長いため、早生品種の場合は収穫日に注意する。  

表１ 斑点落葉病及び褐斑病に登録のある主な薬剤    （令和６(2024)年６月 21 日現在） 

写真４ 褐斑病の黄化症状 写真３ 斑点落葉病の不整形病斑 


